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 町
政
に
対
す
る
基
本
姿
勢
 

　
平
成
　
年
２
月
の
増
毛
町
長
選
挙
に

３１

お
き
ま
し
て
、
無
投
票
で
２
期
目
の
当

選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
就
任
当
初
か
ら
、　

項
目
の
ま
ち
づ

１１

く
り
の
目
標
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
目
標
の
達
成
と
、
よ
り

充
実
し
た
事
業
展
開
を
図
り
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
施
設
の
老

朽
化
対
策
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

住
環
境
の
整
備
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

認
定
こ
ど
も
園
あ
っ
ぷ
る
の
開
園
、
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、
保
育

料
の
無
料
化
の
継
続
等
、
子
育
て
支
援

と
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
や
各

種
団
体
の
送
迎
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
老
朽
化
し
た
た
め
更
新

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
介
護
の
認
定
率
が
低
下
す
る
よ
う
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
写
真

　
ま
た
、
生
き
が
い
活
動
事
業
団
の
活

動
を
推
進
し
、
明
和
園
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
運
営
形
態
や
施
設
形
態
に
つ
い

て
方
向
性
を
お
示
し
い
た
し
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
、
農
業
、
水

産
加
工
業
の
振
興
を
図
り
、
道
内
外
へ

増
毛
町
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

農
業
農
村
整
備
事
業
、
増
毛
港
湾
整
備

事
業
な
ど
基
盤
整
備
事
業
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
増
毛
町
の
自
然
環
境
や
歴
史
を
大
切

に
し
、
観
光
客
の
誘
致
や
豊
か
な
食
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
増
毛
駅
を
含
め
た
駅
前
歴
史

通
り
の
魅
力
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
や
空
き
家
・
廃

屋
取
り
壊
し
補
助
な
ど
、
町
内
業
者
の

育
成
支
援
を
す
す
め
、
各
種
事
業
に
よ

り
商
工
会
商
品
券
の
活
用
を
図
り
、
地

域
消
費
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

　
増
毛
町
立
市
街
診
療
所
の
医
師
及
び

介
護
・
看
護
職
員
の
確
保
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
の
更
新
、
全
町
防
災

訓
練
の
実
施
等
に
よ
り
、
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
建
て
替
え
事
業
、
集
合

住
宅
建
設
補
助
、
桜
の
植
樹
事
業
、
廃

屋
対
策
、
海
岸
清
掃
事
業
等
を
す
す
め
、

住
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
ま
す
。

　
気
配
り
と
思
い
や
り
で
、
町
民
か
ら

親
し
ま
れ
る
職
員
、
役
場
づ
く
り
を
進

め
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
、
将
来
に

希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
全
力
投

球
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
写
真

　令和元年第２回定例議会において、堀 雅志町長から令和元

年度町政執行方針が示されましたので、概要を掲載いたします。

なお、全文については、増毛町ＨＰ（https://www.town.mashike.

 hokkaido.jp）に掲載しております。

※教育執行方針については、広報ましけ８月号に掲載いたします。

令和元年度

町政執行方針
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１
　
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り

漁
業
の
振
興

　
漁
協
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

生
産
の
増
大
と
漁
業
所
得
の
向
上
に
よ

る
漁
家
経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

○
水
産
基
盤
整
備
事
業

・
ウ
ニ
資
源
増
殖
場
の
造
成
（
別
苅
古

茶
内
地
先
）

○
水
産
業
振
興
事
業

・
ナ
マ
コ
資
源
増
大
事
業

○
そ
の
他

・
海
獣
類
に
よ
る
被
害
防
止
対
策
、
密

漁
防
止
対
策
、
増
毛
町
漁
業
資
格
取
得

費
補
助
事
業

農
業
の
振
興

　
農
協
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
競
争
力
の
向
上
や
生
産
環
境
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

○
水
稲
栽
培

・
増
毛
産
米
の
美
味
し
い
米
づ
く
り
と

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
消
費
・
販
路
拡
大

○
農
業
基
盤
整
備
事
業

・
信
砂
・
朱
文
別
・
湯
の
沢
・
別
苅
地

区
で
の
区
画
整
理
に
よ
る
優
良
農
地
へ

の
転
換
工
事

○
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

○
果
樹
栽
培

・「
フ
ル
ー
ツ
の
里
　
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
事
業
、
果
樹

栽
培
振
興
事
業

○
地
元
食
材
の
地
産
地
消
の
推
進

・「
増
毛
町
収
穫
祭
：
郷
土
の
味
覚
を

楽
し
む
会
」
の
開
催

○
そ
の
他

・
エ
ゾ
シ
カ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
鳥

獣
被
害
防
止
対
策

　
　
写
真

林
業
の
振
興

「
増
毛
町
森
林
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、

森
林
の
保
全
管
理
と
循
環
利
用
確
立
に

努
め
ま
す
。

○
町
有
林
整
備

・
下
刈
り
・
間
伐
・
造
林
・
作
業
路
の

手
入
れ
や
野
そ
駆
除
事
業

○
民
有
林
整
備

　
　
　
　
写
真

・
公
費
造
林
事
業
、
未
来
に
つ
な
ぐ
森

づ
く
り
推
進
事
業

○
桜
の
植
樹
事
業

・
増
毛
駅
周
辺
、
町
民
へ
の
苗
木
配
布

商
工
業
・
観
光
の
振
興

○
商
工
業
振
興

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

・
商
工
会
商
品
券
の
支
給
に
よ
る
地
域

消
費
促
進
（
　
歳
以
下
の
医
療
費
補
助
、

１８

同
窓
会
開
催
補
助
、
結
婚
祝
い
金
な

ど
）

・
各
事
業
所
と
連
携
し
て
の
魅
力
的
な

商
品
開
発
づ
く
り
の
推
奨

○
観
光
振
興

・
増
毛
駅
を
中
心
と
し
た
「
ふ
る
さ
と

歴
史
通
り
」
の
周
辺
整
備
と
歴
史
的
建

物
群
の
有
効
活
用

・「
春
の
味
ま
つ
り
」「
観
光
港
ま
つ
り
」

「
秋
の
味
ま
つ
り
」
の
開
催

・
増
毛
ミ
ク
ニ
塾
に
よ
る
食
の
研
究
や

実
践
活
動

・「
ビ
ッ
セ
マ
ル
シ
ェ
増
毛
フ
ェ
ア
」の

開
催

・
岩
尾
温
泉
あ
っ
た
ま
～
る
、
暑
寒
別

岳
ス
キ
ー
場
の
運
営

・
暑
寒
別
岳
の
環
境
整
備

労
働
雇
用
環
境
の
形
成

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
就
業
や
雇
用

に
関
す
る
情
報
発
信
や
人
材
育
成
に
努

め
ま
す
。

○
新
た
な
雇
用
創
出

・
増
毛
町
産
業
活
性
化
支
援
補
助
事
業

２
　
未
来
と
安
全
を
支
え
る
基
盤
確

か
な
ま
ち
づ
く
り

国
土
の
保
全
・
道
路
交
通
体
系
の
整
備

・
計
画
的
な
町
道
整
備
の
推
進

・「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」に
基
づ

く
、
橋
梁
の
劣
化
状
況
等
の
定
期
点
検

や
維
持
修
繕

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消

・
福
祉
バ
ス
に
よ
る
外
出
支
援
の
継
続

（
朱
文
別
沢
・
笹
沼
・
信
砂
地
区
）

・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
移
動
支
援
の

継
続
（
暑
寒
沢
・
中
歌
・
湯
の
沢
地
区
）

基
本
方
針
と
施
策
の
展
開
 

　
　
　
（
概
要
・
主
な
取
組
み
）
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港
湾
・
漁
港
の
整
備

○
増
毛
港
の
整
備

・
農
水
産
物
輸
出
促
進
基
盤
整
備
事
業

に
よ
る
屋
根
付
き
岸
壁
の
整
備
（
小
型

船
溜
地
区
）

○
別
苅
漁
港
の
整
備

・
港
内
静
穏
度
確
保
の
た
め
の
、
北
・

西
防
波
堤
の
嵩
上
げ
の
継
続

情
報
通
信
体
系
の
維
持

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
共
聴
設
備
及

び
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
設
備
の
維
持
管

理３
　
健
や
か
で
元
気
に
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

健
康
づ
く
り
の
推
進

　
「
健
康
ま
し
け
　
計
画
」
に
基
づ
き

２１

各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
健
康
寿
命

の
延
伸
は
、
医
療
費
削
減
や
介
護
保

険
・
国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
に
つ

な
が
る
た
め
、
適
度
な
運
動
習
慣
や
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
管
理
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
に
よ
り
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
個
別
指
導
に
重
点
を
置
い
た
特
定
保

健
指
導
等
の
充
実

・「
ら
・
さ
ん
て
」
の
利
用
や
健
康
づ
く

り
教
室
へ
の
参
加
促
進

・
が
ん
検
診
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
な
ど
の
感
染
症
対
策

　
　
写
真

地
域
医
療
の
充
実

・
市
街
診
療
所
で
の
安
心
・
安
全
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
固
定
医
に
よ
る
診
療
の
継
続

地
域
福
祉
の
充
実

・「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」の
更
新

・
生
き
が
い
事
業
団
な
ど
を
通
じ
た
社

会
参
加
の
推
進

高
齢
者
福
祉
の
充
実

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

・
認
知
症
総
合
対
策
な
ど
新
し
い
地
域

支
援
事
業
の
推
進

・
高
齢
者
の
交
流
や
介
護
予
防
事
業
の

充
実

・
介
護
従
事
者
養
成
修
学
資
金
貸
付
金

事
業
、
介
護
従
事
者
就
業
支
援
補
助
金

事
業

・
明
和
園
運
営
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
　
写
真

妊
産
婦
・
出
産
・
子
育
て
支
援

・
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
の
包
括
的
な
支
援

・
妊
婦
健
診
や
乳
幼
児
予
防
接
種
な
ど

の
公
費
負
担
の
継
続

・
新
生
児
聴
覚
検
査
に
対
す
る
助
成
金

・
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
各
種
福
祉
制
度

の
支
援

・
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
医

療
費
助
成

・
お
祝
い
金
の
支
給
に
よ
る
多
子
世
帯

の
子
育
て
支
援

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

・「
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
障
が
い

者
計
画
」
に
基
づ
く
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
福
祉
の
増
進

社
会
保
障
の
充
実

・「
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基

づ
く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
健
全

な
介
護
保
険
運
営

４
　
快
適
で
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を

支
え
る
ま
ち
づ
く
り

環
境
美
化
・
景
観
の
充
実
・
空
き
家
等

対
策

・
空
き
家
の
除
却
費
用
の
一
部
補
助
と

除
却
促
進

・「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の
継
続

衛
生
環
境
の
充
実

・
留
萌
南
部
衛
生
組
合
に
よ
る
広
域
的

な
ご
み
処
理
の
継
続

・
関
係
機
関
と
連
携
し
た
不
法
投
棄
対

策
や
海
岸
漂
着
物
の
対
策

上
下
水
道
の
整
備

○
上
水
道

・
飲
料
水
の
安
定
的
な
供
給
の
た
め
の

水
質
管
理
と
施
設
の
維
持
管
理

○
下
水
道
・
浄
化
槽

・
処
理
場
汚
泥
貯
留
槽
攪
拌
機
及
び
ポ

ン
プ
場
汚
水
流
量
計
の
更
新
工
事

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

助
制
度

　消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

○
消
防
・
救
急

・
救
助
工
作
車
及
び
救
助
資
機
材
を
活

用
し
た
訓
練
の
実
施
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・
基
準
出
動
計
画
に
基
づ
い
た
消
防
部

隊
の
適
正
な
運
用

・
救
急
救
命
士
の
研
修
及
び
救
命
講
習

の
拡
充

　
　
写
真

○
防
災

・「
全
町
防
災
訓
練
の
日
」で
の
町
民
参

加
の
防
災
訓
練
の
実
施

・
防
災
行
政
無
線
で
の
災
害
や
気
象
情

報
の
迅
速
な
提
供

快
適
な
環
境
づ
く
り
の
推
進

○
居
住
環
境
の
整
備

・
公
営
住
宅
建
替
事
業
（
南
暑
寒
町
２

丁
目
団
地
の
４
棟
　
戸
の
解
体
）

１６

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
事
業

・
民
間
賃
貸
住
宅
等
建
設
補
助
事
業

・
新
築
住
宅
建
設
支
援
補
助
事
業

交
通
安
全
・
地
域
安
全
活
動
の
充
実

○
交
通
安
全
活
動

・
交
通
事
故
防
止
の
た
め
街
頭
指
導
や

啓
発
活
動
の
展
開

・
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事

業
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
交
通
費
の
助

成○
地
域
安
全
活
動

・
防
犯
協
会
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
住

宅
・
自
動
車
診
断
の
実
施

・
新
入
学
児
童
へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配

布・
悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

犯
罪
の
迅
速
な
情
報
提
供
や
啓
発
活
動

の
推
進

移
住
・
定
住
の
推
進
と
関
係
人
口
の
増

加・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
支
援
事
業
の
実

施・
同
窓
会
支
援
事
業
の
活
用
に
よ
る
関

係
人
口
増
加
の
取
り
組
み

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
支
援

（
４
名
が
活
動
中
）

５
　
活
き
活
き
と
学
び
心
豊
か
な
人

と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
絆
を
強

め
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
持
っ
て
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
で
き
る
教
育
環
境
の
整

備
に
努
め
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

学
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が

い
に
満
ち
た
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
涯
学
習
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
な
が
る
各

種
事
業
を
実
施
し
、
活
動
の
場
と
な
る

関
係
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

６
　
町
民
と
共
に
つ
く
る
未
来
へ
の

ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
情
報
共
有
の
推

進
・
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

・
生
き
が
い
活
動
事
業
団
に
よ
る
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」

・
ら
・
さ
ん
て
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る「
健

康
寿
命
延
伸
事
業
」

・
広
報
ま
し
け
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
り
、
最
新
の
行
政
情
報
の
提
供
と
町

内
外
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め

ま
す
。

・
自
治
会
管
理
の
会
館
の
電
気
料
の
一

部
を
補
助
し
、
自
治
会
負
担
の
軽
減
と

活
動
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

交
流
活
動
の
充
実

・「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
実
施

・
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
市

町
村
応
援
大
使
事
業
の
実
施

・
町
民
と
外
国
人
が
触
れ
あ
う
機
会
の

提
供

　
　
写
真

総
合
計
画
・
総
合
戦
略
・
人
口
減
少
問

題・
総
合
計
画
と
総
合
戦
略
を
統
合
し
た

１
期
５
年
間
の
新
総
合
計
画
の
策
定

・
人
口
減
少
に
伴
う
弊
害
等
、
そ
れ
ぞ

れ
の
要
素
に
対
応
す
る
施
策
に
つ
い
て

の
効
果
検
証

時
代
に
即
し
た
行
政
経
営
・
健
全
で
効

率
的
な
財
政
運
営

　
継
続
し
た
経
常
経
費
の
節
減
、
重
要

性
・
緊
急
度
に
応
じ
た
事
業
の
実
施
や

地
方
債
の
計
画
的
な
借
入
れ
を
行
い
、

効
果
的
か
つ
安
定
的
な
行
財
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
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増毛の春の味覚に舌鼓 増毛春の味まつり２０１９～地酒に甘エビ、タコ、ホタテ ！ ～

題話のちま

　６月１日の増毛中学校体育祭を皮切りに、９日に増毛

小学校運動会、１５日に認定こども園あっぷる運動会が開

催されました。

　各会場には、たくさんの保護者や地域住民が応援に駆

けつけ、子どもたちは練習の成果を発揮していました。

勝利を目指し一致団結 認定こども園あっぷる運動会、小学校運動会、中学校体育祭

　５月２５日、２６日に「増毛春の味まつり２０１９～地酒に甘エビ、タコ、

ホタテ！～」が開催され、たくさんの観光客で町内が賑わいました。

　両日とも天候に恵まれ、２日間で合わせて約４万３千人（主催者

発表）が来場し、増毛の春の味覚を堪能しました。

　札幌から訪れた方にお話を聞くと、「初めて増毛に来たが、増毛の

歴史的街並みが好きになりました。魚介類もとても美味しくて大満

足です。増毛は果樹も取れると聞いたので、今度は秋に来たいで

す」と話してくれました。
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題話のちま

　現在は神奈川県で家具業者として事業展開する増毛町出

身の 生文衛（がもう ふみえ）さんが、６月１７日、旧富田

屋旅館の保存のために町へ２００万円を寄付しました。

　 生さんは、増毛町弁天町出身で高校１年になるまで増

毛町で過ごしました。当時は 生さんの母親が富田屋旅

館を経営。

　 生さんは「この寄付が少しでも富田屋の修復の手助け

となり、増毛町を活気づけられれば」と話し、堀町長は、

「増毛を形作っている歴史的建物群の保存は重要です。頂

いた寄付は旧富田屋旅館のために大切に使わせていただき

ます」とお礼を述べ、 生さんへ感謝状を手渡しました。

　町では、旧富田屋旅館をふるさと納税制度を活用し保存しています。

旧富田屋旅館の保存のために増毛町へ高額寄付

　５月３１日、増毛小学校の児童会（渡邊蓮会長、廣野晴菜

副会長、竹内瑛汰副会長）が学校内で集めた「緑の募金」

を代表して堀町長へ手渡しました。

　渡邊蓮会長は、「全校児童の協力でたくさんの募金が集

まりました」と募金箱を手渡し、募金箱を受け取った堀町

長は「ありがとうございます。増毛町は来年町政施行１２０周

年を迎えます。来年の植樹祭ではたくさんの桜を植樹し、

桜を見ながら散策できるマチにしたいと思っています。皆

さんからの善意は大切に使わせていただきます」とお礼を

述べました。

　また、６月５日には増毛中学校の生徒会（山田琉梨会長、

佐藤葉月副会長）が学校内と「増毛春の味まつり」の会場

で集めた「緑の募金」を代表して堀町長へ手渡しました。

　山田琉梨会長は「集まった募金でマチに桜がたくさん咲

くのを願っています」と話していました。

たくさんの花で明るいまちへ 緑の募金増毛小学校、増毛中学校

　５月２２日、２３日、増毛町生きがい活動事業団（大中潔代

表）による、花の植栽作業が行われました。

　花いっぱい運動の一環として、町から委託を受けて平成

２８年度から実施されており、今年度で４回目となります。

　今年度は約４０人の会員の手によって作業が行われ、南暑

寒町のセイコーマートから暑寒別橋までの国道２３１号線沿

いと陣屋展望台、道道増毛港線沿いに約５０００株のオレンジ

色や黄色のマリーゴールドが植栽され、色鮮やかな街並み

となりました。

花の植栽で色鮮やかな街並みに 生きがい活動事業団 花の植栽
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１．【補助要件】
　（１）町内の飲食店等にて開催する同窓会の出席者が１５名以上で、うち町外居住者が５名以上出席す

る同窓会（町内在住者がいなくても良い）
　（２）町内在住者及び増毛町出身者の幹事による同窓会で、出身学校の所在地は問わない。
　（３）同一の同窓会（出身学校、卒業年、参集者等）への補助は、年一回限りとする。
２．【補助金額】
　●１５名以上３０人未満　町商工会商品券 ３０，０００円分
　●３０人以上　　　　　　町商工会商品券 ５０，０００円分
３．【その他】
　●補助金を交付した同窓会には、町職員が同窓会にお伺いし
て、増毛町のＰＲをさせていただきます。

　●補助金の交付には、申請書等の提出が必要となりますので、
増毛町ホームページにてダウンロードしていただくか、役
場企画財政課企画係（電話５３－１１１０）までご連絡く
ださい。

　町では、町内で開催する同窓会に対し、町商工会商品券にて補助金を交付しており、こ
れまでに多くの同窓会が町内で開催されております。
　これから迎えるお盆の季節、久しぶりに会う同級生と増毛町で同窓会を開きませんか？
　補助金の利用を検討される方は、下記の補助要件等をご確認のうえ役場企画財政課企画
係まで申請をお願いします。

▲開催された同窓会の様子。
平成30年度は15件の同窓会に対
し、計530，000円分の商品券を交
付しました。

　町では、町内で開催する同窓会に対し、町商
工会商品券にて補助金を交付しており、これま
でに多くの同窓会が町内で開催されております。
　この度新たに、３９歳以下の方を対象とした
「増毛町縁結び同窓会実施支援事業」を開始す
ることとしましたのでお知らせします。
　詳しくは、補助要件等をご確認のうえ役場企
画財政課企画係まで申請をお願いします。

１．【実施目的】
 （１）ふるさとを離れた人達が集う機会を利用し、
参加者にふるさとの魅力を再認識してもら
い、ふるさとの応援人口増加につなげる。

 （２）若者の交流を推進することにより、Ｕター
ンや男女の出会いのきっかけとなる機会を
創出し、ふるさとへの結婚定住につなげる。

 （３）同窓会幹事業務を町が行うことにより、同
窓会開催の手間を省き気軽に同窓会を開催
することを目的とする。

２．【補助要件】
 （１）町内の飲食店等にて開催する同窓会の出席
者が１５名以上で、男女混合の出席者で開
催されるもので、うち町外居住者が５名以
上出席する同窓会であること。

 （２）出身学校の所在地は問わない。
 （３）２０１９年４月１日時点で３９歳以下のも
のが行うこと。

 （４）同一の同窓会（出身学校、卒業年、参集者
等）への補助は、年一回限りとする。

３．【補助金額】
●１５名以上３０人未満　　
　町商工会商品券　３０，０００円分
●３０人以上　　　　　　　
　町商工会商品券　５０，０００円分
４．【その他】
●補助金を交付した同窓会には、町職員が同窓
会にお伺いして、増毛町のＰＲをさせていた
だきます。
●補助金の交付には、申請書等の提出が必要と
なりますので、増毛町ホームページにてダウ
ンロードしていただくか、役場企画財政課企
画係（電話 53－1110）までご連絡ください。

増毛町　　　　　同窓会
実施支援事業のお知らせ

◇◆◇お盆はふるさとで同窓会！増毛町同窓会支援事業補助金◆◇◆
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「子育て支援子ども医療費助成」の 申請 を 受付 します！

健康づくり教室
◇◆◇ ７、８月の各教室は

下記の日程で行います。◇◆◇

健康寿命延伸事業

※種目名の後ろの☆マークは運動強度を表します。（☆が多いほど“つらい”と感じる）
◇参加は無料で、予約は必要ありませんのでお気軽にご参加ください。

【問合せ先】役場町民課保険年金係（電話 53－1113）

（☆☆）
・内　容：ヨガにストレッチ要素を追加
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：火曜日
・日にち： ７月 9日、16日、23日、30日
　　※８月６日、13日はお休みします

◎ストレッチヨガ

（☆☆☆）
・内　容：音楽に合わせてエクササイズ
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：木曜日
・日にち： ７月　11日、18日、25日
　　　　　 ８月　１日、８日

◎リズムエクサ

（☆）
・内　容：関節痛などの改善
・会　場：保健センター
・時　間：10時30分～11時30分
・曜　日：火曜日
・日にち： ７月 9日、16日、23日、30日
　　※ ８月６日、13日はお休みします

◎関節健康トレーニング

　平成２７年４月から始まった「子育て支援子ども医療費助成」により、中学生以下のお子様の医療
費を増毛町商工会共通商品券で助成しておりましたが、

　助成の内容や申請の方法は変更ありません。申請に必要な物は以下のとおりです。

高校生等の保護者の方へ

※ご不明な点がございま
したら、役場町民課保
険年金係までお問合せ
ください。
　（電話 53－1113）

①申請書（役場１階３番窓口または町ＨＰよりダウンロード）
②医療機関の領収書の原本（コピー不可）
③お子様の保険証（コピー可）
④学生証や学生手帳など学生であることが分かるもの（コピー可）

な要必に請申 物

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

　助成の対象を 高校生等まで 拡大 します。※４月診療分から適用になります。
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１
　
消
費
税
対
策
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
本
年
　
月
に
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

１０

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
平
成
　
年
度
の
住
民
税
非
課
税
者
や
平

３１

成
　
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年
９
月
　
日
ま
で
に
生
ま
れ

２８

３０

た
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
販
売
し
ま
す
。

２
　
商
品
券
利
用
に
係
る
取
り
扱
い
店
舗
の
募
集
　
　
　
　

　
こ
の
商
品
券
は
、
こ
れ
ま
で
増
毛
町
商
工
会
が
実
施
し
て

き
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
と
は
別
の
も
の
で
、
換
金
方

法
が
こ
れ
ま
で
の
方
法
と
違
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
取
り
扱
い
店
舗
に
な
る
に
は
、
商
工
会
加
盟

店
舗
で
あ
っ
て
も
、
事
前
に
取
り
扱
い
店
舗
の
申
し
込
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

３
　
取
り
扱
い
店
舗
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

　
取
り
扱
い
店
舗
に
な
る
た
め
に
は
、
事
前
に
取
り
扱
い
店

舗
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
参
加
資
格
　
増
毛
町
内
の
事
業
所

●
申
込
先
　
増
毛
町
役
場
　
企
画
財
政
課
・
企
画
係

　（
直
通
 ５
３
倆
１
１
１
０
　
内
線
 
２
２
６
、
２
２
９
）

●
申
込
み
方
法
　
電
話
で
店
舗
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

４
　
取
り
扱
い
店
舗
向
け
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
　
　
　

　
申
し
込
み
の
あ
っ
た
店
舗
を
対
象
に
９
月
中
旬
に
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

　
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
改
め
て
参
加
店
舗
へ
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
※
不
明
な
点
は
、
役
場
企
画
財
政
課
・
企
画
係
ま
で

消
費
税
対
策
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

取
り
扱
い
店
舗
を
募
集
し
ま
す

赫

隔

郭

革

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

　６月６日、増毛ライオンズクラブ（仙北清孝会長）から増

毛町に対し、救急隊員用感染防止衣３２着が寄贈されました。

　堀町長は「毎年、寄贈していただきありがとうございます。

昨年度は救急出動件数が２２８件あり、４０～５０着の感染防止衣

を使用し、そのほとんどを寄贈されたものを使用しておりま

す。これからも町民の安心・安全のために救急隊員一同、救

急救命活動に努めていきます」とお礼を述べました。

▲堀町長に感染防止衣を手渡す仙北会長

【氏　名】 林　一了

【年　齢】 34歳

【職　業】 漁業

【入団日】 令和元年５月１日

　増毛町では、若い消防団員が足りません。（阿分地区・信砂地区）

私達が住むこの町を私達の手で一緒に守りませんか？

少しでも興味を持った方、入団希望者は下記までご連絡ください。

【問合せ先】増毛町消防本部総務課（電話 53－2175）

☆★☆ 新入消防団員紹介 ☆★☆

　消防団へ入団を決めたきっかけは、漁師仲間の第２分団分

団長を務める杉山直樹さんからの勧誘を受けたことです。ま

た、同年代の漁師仲間も多く消防団に在籍しており、一緒に

消防団をやらないかと誘いを受けていたこともきっかけとな

りました。

　消防団について、わからないことが多くありますが、消防

団の仲間と協力し、町民の安心安全を守っていけるように頑

張りたいです。

◆消防団へ入団を決めたきっかけは？

増毛ライオンズクラブが感染防止衣を寄贈



１ １ 広報ましけ　2019．07

　留萌南部衛生組合による「プラスチック製容器」のごみ分別調査で分別精度が悪かったため、町では
６月５日（水）に全町を対象にごみ分別状況を調査しました。
　その結果、下記のような間違ったごみの出し方が散見されました。町民の皆様には、分別方法を再確
認していただくようお願いします。

①プラスチック製容器以外のごみは入れない。
　※硬質プラスチックは「不燃系埋立ごみ」
②汚れたプラスチック製容器は入れない。
　※汚れがとれないプラスチック製容器は「可燃系
　　埋立ごみ」
③中身が見える透明または半透明の袋を使用する。
④袋の中に小袋を入れない。

①プラスチック製容器以外のごみが混入している。
　例：割り箸などの木くず、箱ティッシュ等の紙製容器

②汚れたプラスチック製容器が混入している。
　※水ですすいできれいすることが必要です

③中身が見えない袋でごみが出されている。

④袋の中に小袋が入っている。

　間違ったごみの出し方

※少数でも不適なものが混入していたら、回収されないことがあります。

　正しいごみの出し方

興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
「プラスチック製容器」の分別を間違っていませんか ！？

■問合せ先　役場町民課・町民環境係
　　　　　　（電話 53－1112）

　
町
で
は
、
８
月
に
家
庭
の
周
り
か
ら
出
る
「
草
」
を
無
料
で
収

集
し
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
日
以
外
の
排
出
は
、
有
料
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
草
の
出
し
方
】

・
中
が
透
け
て
見
え
る
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
指
定
日
以
外
に
出
す
場
合
は
、
不
燃
系
埋
立
ご
み
と
な
り
ま
す
。

・
使
用
し
て
い
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
横
に
、
午
前
９
時
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
草
の
特
別
収
集
日
】

■
問
合
せ
先

・
留
萌
南
部
衛
生
組
合

　
　
　
　
（
電
話
 
４
３
倆
２
５
５
５
、
４
３
倆
２
５
８
８
）

・
役
場
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 
５
３
倆
１
１
１
２
）

　枝の長さを１ｍ未満（太さ５㎝未満）にして、１ｍくらいの紐で縛り、上記の日程

に合わせて使用しているゴミステーションの横に午前９時までに出してください。

※針葉樹以外の通常のせん定枝は収集しませんのでご注意ください。

収
集
日

８
月
５
日

（
月
曜
日
）

８
月
　
日
１２

（
月
曜
日
）

収

集

地

区

阿
分
、
信
砂
、
舎
熊
、
箸
別
、
湯
の
沢

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
～
　
、
２
０
０
』

５４

中
歌
、
港
町
、
見
晴
町
、
市
街
地
区（
海
岸
通
線
か
ら

３
丁
目
通
線
ま
で
）

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
　
～
１
０
６
、２
０
２
～
２
０
５
』

５５

市
街
地
区
（
４
丁
目
通
線
か
ら
暑
寒
沢
ま
で
）

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
０
７
～
１
６
６
、
２
０
１
』

別
苅
、
岩
尾
、
雄
冬

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
６
７
～
１
９
９
』

◆◇ 杉、松、おんこ等の針葉樹のせん定枝も収集します！◇◆

草
の
特
別
収
集
に
つ
い

草
の
特
別
収
集
に
つ
い
てて
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◆７月に保険料額をお知らせします
　令和元年度（2019年度）の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。

《保険料の計算方法》

　○１年間の保険料の上限額は、６２万円になります。

　○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

　※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。

◆保険料の軽減
○軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。

○被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

○昭和２９年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに１５万円を引いた

額で判定します。

※令和元年度（２０１９年度）から、均等割５割軽減・２割軽減の軽減判定所得が拡充されました。

令和元年度（２０１９年度）から、軽減特例の見直しにより９割軽減から８割軽減に変更になりました。

８．５割軽減に該当する方の軽減特例の見直しは令和２年度（２０２０年度）に実施予定です。

均等割の軽減割合対象者の所得要件

（世帯主及び世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額）
３３年度

（２０２１年度）
３２年度

（２０２０年度）
３１年度

（２０１９年度）
本則

７ 割７．７５ 割８．５ 割

７割

【平成３０年度（２０１８年度）における８．５割軽減の区分】
３３万円以下

７割８割
【平成３０年度（２０１８年度）における９割軽減の区分】
うち、世帯の被保険者全員の各種所得なし

５割５割３３万円＋２８万円×（被保険者数）以下

２割２割３３万円＋５１万円×（被保険者数）以下
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均等割
【１人当たりの額】

50，205円

所得割
【本人の所得に応じた額】

（平成３０年（２０１８年）中の所得－３３万円）×

　　　　　　　　10．59％
＋ ＝

１年間の保険料
【限度額６２万円】
（１００円未満切り捨て）

後期高齢者医療制度のお知ら後期高齢者医療制度のお知らせせ
～令和元年度（2019年度）の保険料等について～

　産前産後期間の年金保険料免除制度とは、出産予定日の前月から数えて４ヶ月間の間保険料の

納付が免除になる制度です。例えば、令和元年８月が出産予定日の場合、下の図のような期間が

免除期間として扱われます。手続きは、出産予定日の６ヶ月前から行うことができます。

　申請には、母子健康手帳や、医療機関が発行した証明書など、出産

予定日が確認できる書類が必要で、出産後でも遡って申請ができます。

　この制度で免除された期間は保険料が納付されたものとして扱われ

るので、もらえる年金に影響が出ることはありません。申請及び問合

せは、役場保険年金係または留萌年金事務所までご連絡ください。

平成３１年４月１日から施行された『産前産後
期間の年金保険料免除制度』を紹介します！

【問合せ先】
 役場町民課保険年金係
 （電話５ ３－１ １ １ ３）
 留萌年金事務所
  （電話４ ３－７ ２ １ １）

革出産予定月

１１月１０月９月８月７月６月
鍵検検検検検検検検検検険検検検検検検検検検検顕

納付免除期間



マリンレジャーを安全に楽しむために ～留萌海上保安部からのお願い～
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今年度保険料昨年度保険料区　　　　　　分課税区分

２４，８００円３４，０００円
生活保護受給者
老齢福祉年金受給者
本人年金収入額が８０万円以下の方

第１段階非
課
税
世
帯

本
人
が
町
民
税
非
課
税

４７，２００円５６，７００円
本人年金収入額が
８０万円越１２０万円以下の方

第２段階

５４，８００円５６，７００円本人年金収入額が１２０万円越の方第３段階

６８，０００円本人年金収入額が８０万円以下の方第４段階課
税
世
帯

７５，５００円
（基準額）

本人年金収入額が８０万円超の方第５段階

９０，６００円合計所得金額が１２０万円未満の方第６段階本
人
が
町
民
税
課
税

９８，２００円
合計所得金額が
１２０万円以上２００万円未満の方

第７段階

１１３，３００円
合計所得金額が
２００万円以上３００万円未満の方

第８段階

１２８，４００円合計所得金額が３００万円以上の方第９段階

65歳以上の方の介護保険料につい て
～第１段階から第３段階（非課税世帯）の方の保険料が変わります～

問合せ先　福祉厚生課・介護保険係（電話５３－３１１１）

　夏はマリンレジャーを楽しむ機会が増え、事故の危険性が高まります。

　安全に楽しむために、事前に海の気象情報や安全情報を収集し、もしも

に備えて、『自己救命策３つの基本』を守り、次のことに注意しましょう。

【問合せ先】

 留萌海上保安部交通課　電話４２－０４１４

『自己救命策３つの基本』
①海に落ちても沈まないライフジャケットの着用

②防水対策をした携帯電話の携行

③海の事故（緊急番号）１１８番の活用

　介護保険法の改正により、非課税世帯の第１段階から第３段階の
保険料が軽減されます。
　軽減後の保険料は下記のとおりです。

　第４段階から第９段階は昨年と同じ保険料です。 

　なお、令和元年度の介護保険料額と納付方法を記載した納入通知

書は、７月中旬に発送予定です。

【海水浴をされる方】
噛遊泳禁止場所での事故が多発していま

す。決められた遊泳場所で泳ぎましょう ！

噛保護者の方はお子様から目を離さない

ようにしましょう！

噛飲酒後の遊泳はやめましょう！
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北
海
道
警
察
は
、
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員

　
男
性
Ａ
区
分
　
　
名
程
度

３０

　
男
性
Ｂ
区
分
　
　
名
程
度

１１５

　
女
性
Ａ
区
分
　
　
名
程
度

１０

　
女
性
Ｂ
区
分
　
　
名
程
度

４５

■
受
験
資
格

　
Ａ
区
分
（
大
学
卒
業
程
度
）

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で

　
歳
未
満
の
方
。
来
年
３
月

３３卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む

　
Ｂ
区
分
（
高
校
卒
業
程
度
）

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で

　
歳
未
満
の
方
。
来
年
３
月

３３卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む

■
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
月
）～

　
　
　
　
　
８
月
　
日（
火
）

２０

■
試
験
日

　
９
月
　
日
（
月
・
祝
）

１６

■
試
験
地
　

留
萌
市
・
旭
川
市
・
札
幌
市

な
ど
道
内
会
場
、
道
外
３
会

場
 
留
萌
警
察
署

　（
電
話
 ４
２
倆
０
１
１
０
）

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

は
、
自
衛
官
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　
　
歳
以
上
　
歳
以
下

１８

３２

■
受
付
期
間

　
通
年
行
っ
て
い
ま
す
。

■
試
験
日

　
９
月
　
日（
水
）

２５

■
試
験
地
　

　
留
萌
市

【
一
般
曹
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　
　
歳
以
上
　
歳
以
下

１８

３２

■
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
月
）～

　
　
　
　
　
９
月
６
日（
金
）

■
試
験
日
　

９
月
　
日（
金
）～
　
日（
日
）

２０

２２

の
う
ち
一
日

■
試
験
地
　

　
留
萌
市
・
旭
川
市

※
航
空
学
生
、
防
衛
医
大
看
護

学
科
学
生
、
防
衛
大
学
校
の

試
験
は
、
左
記
の
問
合
せ
先

ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

 
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

留
萌
地
域
事
務
所

　（
電
話
 ４
２
倆
４
６
５
０
）

　
人
事
院
及
び
海
上
保
安
庁
は
、

海
上
保
安
学
校
の
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

☆
海
上
保
安
学
校
（
京
都
府
）

■
受
験
資
格

問
合
せ
先
ま
で
連
絡
願
い
ま

す
。

■
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

７
月
　
日（
火
）～
７
月
　
日

１６

２５

（
木
）受
信
有
効

　
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

②
郵
送
・
持
参

７
月
　
日（
火
）～
７
月
　
日

１６

１８

（
木
）消
印
有
効

■
試
験
日

　
９
月
　
日（
日
）

２２

■
試
験
地

　
札
幌
市
・
旭
川
市
な
ど

 
第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
人

事
課
［
小
樽
市
］（
電
話
０
１

３
４
倆
２
７
倆
０
１
１
８
）

【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

①
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

　
３
交
替
制
の
勤
務

②
日
勤
職
員

　
日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

③
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

①
フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
６
埀７
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
４
１
埀８
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
６
埀５
０
０
円
以
上

②
パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　
 ８
９
０
円

・
日
給
　
６
埀９
０
０
円

③
食
事
介
助
パ
ー
ト
職
員

・
時
給

　
９
５
０
円
（
初
任
者
研
修
）

　
１
埀０
５
０
円（
介
護
福
祉
士
）

■
手
当

　
各
種
手
当
あ
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま

す
。（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

　
町
営
住
宅
に
空
き
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
住
宅
所
在
地

①
南
暑
寒
町
５
丁
目

②
暑
寒
町
４
丁
目

■
団
地
名
・
募
集
戸
数

①
南
暑
寒
５
丁
目
団
地
　
５
戸

②
暑
寒
共
栄
団
地
　
１
戸

報のしら暮 情

試

験

募

集

自
衛
官
採
用
試
験

ｈｔｔｐ
：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｊｉｎ
ｊｉ
－ｓ
ｈｉｋ

ｅ
ｎ
．ｇ
ｏ
．ｊｐ
/ｊｕ
ｋ
ｅ
ｎ
．ｈｔ
ｍ
ｌ

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

お
知
ら
せ

海
上
保
安
庁

職
員
採
用
試
験

町
営
住
宅
空
家
情
報

（
７
月
１
日
現
在
）

北
海
道
警
察
官

採
用
試
験

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び
夜
間
診
療
は
、
か

か
り
つ
け
の
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
花
園
町
１
 緯
５
６
倆
１
６
７
８
）

西
原
腎
・
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
７
月
　
日
】

２１

日
曜
当
番
医
（
留
萌
市
）
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※
①
②
は
全
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
住
宅
料

①
②
１
３
埀９
０
０
円

　
　
～
２
６
埀８
０
０
円
程
度

※
年
間
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

■
資
格
要
件

①
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
収
入
基
準
を
超
え
て
い
な
い

こ
と（
所
得
が
月
額
１
５
８
埀

０
０
０
円
以
下
）

③
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

■
申
込
方
法

　
役
場
建
設
課
建
築
係
で
申
込

書
を
受
取
り
、
関
係
書
類
を
添

え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
建
設
課
・
建
築
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
５
）

　
７
月
　
日（
火
）～
８
月
　
日

２３

１８

（
日
）ま
で
各
小
中
学
校
の
夏
休

み
に
伴
い
、
営
業
時
間
を
変
更

し
ま
す
。
通
常
、
平
日
は
　
時
１４

　
分
か
ら
営
業
を
開
始
し
て
い

００ま
す
が
、
夏
休
み
期
間
中
は
平

日
・
土
日
祝
日
と
も
に
　
時
　

１０

００

分
か
ら
営
業
し
ま
す
。

　
な
お
、
８
月
　
日（
火
）か
ら

２０

は
通
常
営
業
に
戻
り
ま
す
。

 
役
場
教
育
委
員
会
地
域
学
習

課
・
ス
ポ
ー
ツ
係

　（
電
話
 ５
３
倆
２
４
２
７
）

　
オ
ロ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り
基
金
法

律
事
務
所
（
留
萌
市
）
の
弁
護

士
に
よ
る
出
張
無
料
相
談
会
が

増
毛
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に

弁
護
士
が
お
答
え
し
ま
す
。
ご

相
談
に
乗
る
の
は
オ
ロ
ロ
ン
ひ

ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
の
河

本
晃
輔
弁
護
士
で
す
。

　
増
毛
町
内
で
無
料
で
弁
護
士

に
相
談
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　
７
月
　
日（
火
）

３０

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１６

３０

　（
１
枠
　
分
）

３０

■
場
所

　
増
毛
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
予
約

オ
ロ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り
基
金
法

律
事
務
所
（
０
１
６
４
倆
５

６
倆
４
３
１
２
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
予
約
期
間：

７
月
　
日（
月
）　
時
ま
で
）

２９

１８

■
期
間

　
平
成
　
年
４
月
１
日
～

３０

　
　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

３１

３１

■
開
示
状
況

〈
増
毛
町
情
報
公
開
条
例
に
基

づ
く
実
施
状
況
〉

・
請
求
受
理
件
数
　
１
件
（
全

部
公
開
１
件
）

・
不
服
申
立
件
数
　
０
件

〈
増
毛
町
個
人
情
報
保
護
条
例

に
基
づ
く
実
施
状
況
〉

・
請
求
受
理
件
数
　
０
件

・
不
服
申
立
件
数
　
０
件

 
役
場
総
務
課
・
情
報
管
理
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
６
６
）

　
旧
増
毛
小
学
校
を
会
場
に
ぞ

う
き
ん
掛
け
選
手
権
２
０
１
９

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
７
月
　
日（
土
）　
時
　
分
～

２７

１０

００

■
申
込
期
限

　
７
月
　
日（
金
）ま
で

１９

■
そ
の
他

　
申
込
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て

は
広
報
７
月
号
の
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
増
毛
町
観
光
協
会
事
務
局

　（
電
話
 ５
３
倆
３
３
３
２
）

　
旧
増
毛
小
学
校
を
会
場
に
き

も
だ
め
し
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
８
月
９
日（
金
）　
時
　
分
～

１９

００

■
申
込
期
限

　
８
月
６
日（
火
）ま
で

■
そ
の
他

　
申
込
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て

は
広
報
７
月
号
の
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
増
毛
町
観
光
協
会
事
務
局

　（
電
話
 ５
３
倆
３
３
３
２
）

報のしら暮 情

新着本案内   総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　ぞうちゃんは、象の赤ちゃん。

少し、おしゃべりします。ぞう

ちゃんはお風呂が嫌いです。「お

ふろ、いやいや」でも、お風呂か

ら上がる頃、お風呂が好きになり

ます。「おふろ、もっかい」

ぞうちゃんのいやいや 三浦　太郎 作・絵上田　早夕里 著

　１９４３年、上海。１人の科学者の絶

望が生み出した治療法皆無の細菌兵

器。その論文は、分割され、英・仏・

独・米・日の大使館に届けられた。

最終兵器を巡る男達の暗くて熱い戦

いを描く。

破滅の王

温
水
プ
ー
ル
か
ら

夏
休
み
営
業
の
お
知
ら
せ

オ
ロ
ロ
ン
出
張

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

平
成
　
年
度
増
毛
町

３０

情
報
公
開
条
例
な
ど
の

開
示
状
況
に
つ
い
て

旧
増
毛
小
学
校

き
も
だ
め
し
大
会
の
開
催

旧
増
毛
小
学
校

ぞ
う
き
ん
掛
け
選
手
権

２
０
１
９
の
開
催

冠婚葬祭は増毛町内
消費活性化のため、
町内で実施しましょう！
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日　　時：８月６日（火）９：３０～１２：００

場　　所：元陣屋　　参加料：無料

対　　象：小学生（全学年）

　　　　　※保護者の方も付き添うことができます

講　　師：斉藤友昭　先生（認定こども園あっぷる園長）

持 ち 物：えんぴつ、水彩絵の具またはクレヨン、タオル

申込締切：８月３日（土）

【申込・問合わせ先】ＭＯＡ美術館増毛児童作品展実行委員会　

　　　　　　　　　　　　担当：工藤則子（電話５３－２９７７）

楽しく学んで
　絵を描こう！！

ましけラン2019開催

ましけラン２０１９を開催します。
多くの町民の方の参加をお待ちしております。

噛日　　時

８月１８日（日）小雨決行
受付　　　　午前８時００分～８時３０分

開会式　　　午前８時４５分

スタート　　午前９時１０分（予定）

噛会　　場 ／ 暑寒公園（暑寒沢コース）

噛参加資格 ／ 町内に在住及び勤務する人

噛参 加 料

大人１００円（傷害保険料）

高校生以下　無料

親子の部は大人のみお支払いください

噛種　　目

親子の部　　　　　１．８㎞

小学１～３年生までの男女　　１．８㎞

小学４～６年生までの男女　　３．２㎞

中学生　　女子　　３．２㎞

中学生　　男子　　５．０㎞

一般（高校生含む）３．２㎞及び５．０㎞

噛競技方法

親子の部、中学生以下は着順制としてタ

イムを計時します。一般は宣言タイム制

としますので、参加申込時に申告願いま

す。なお、同タイムの場合は年齢の高い

方を優位とします。

また、競技中時計の所持及び他の者から

の指示は禁止とします。

噛表　　彰

　各学年（男女別）１位～３位を表彰します。

　（一般の部は男女混合の表彰）

噛申込方法

所定の申込用紙に必要事項を記入して７

月１７日（水）までに文化センターへ提出願

います。

なお、中学生以下は保護者の同意を受け

てから申込み願います。

※保険加入など事務手続きの関係上、申

込期限を過ぎてからの参加申込みはお受

けできませんのであらかじめご了承願い

ます。

■問合せ先　

　教育委員会　地域学習課・スポーツ係

　　　　　　　　（電話５３－２４２７）

ましけこども絵画教室

先着15名








